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・

施設目標
（支援方針）

・ 子どもたちの成長を支えるために保護者とのスムーズな連携・傾聴・共感を大切にしていく

前年度　施設目標

保護者からの評価をいただき、子供たちの成長を支えるのは支援者と保護者との連携、共有が大切で
あると改めて思いました
保護者の気もちを察してあげる事が上手にできない面があるからこそ保護者も相談しにくいのでは？
と考えさせられました。不安を軽減するためにもたくさん話ができればとは思うのですが、定期的に日
程を決めたほうが良いのか？を保護者に向けて懇談会等で話し合いたいと思います
何故エリアごとの環境設定をしているのか？等を保護者に向けてお話する機会を設定したい。1階と2
階を見てもらい、環境の違いも説明しながらIPPOの療育に関して理解を深めていってもらいたい。
幼保交流について・保護者同士の交流等については早速アンケートをとらせていただきご意見をうか
がいました。幼保交流については必要ないと感じている保護者様も多く今後どのような形ですすめて
いくかは幼保と話し合っていきたい。
保護者同士の交流については、自分がいま困ってることなどを気軽に話せる機会を求める方と
現状の懇談会で良いのでは？という意見もある中で職員で話し合い検討していく

・個の支援において一貫した視点で指導、支援す
ることを大切にし職員の協働を構築している
・個別支援ミーテイングでは、個の特性や支援の
方向性等の共通認識を確認することをおこなっ
ている
・個の社会的段階を確認しそれにあった機会を
設定することを大切にしている
また、表出コミュニケーションの場面を設定し
伝える方法などを知らせ機能的なコミュニケー
ションの幅を広げている
・・感覚、ボディイメージの形成　手指の分化形成
粗大運動 微細運動などの感覚統合の活動を（個
別・集団）行っている

・１、２階とで個によって振り分けをしているが、
個の発達段階によって活動を合同で設定してい
く
・個の生活のスケジュールを毎日作成し、ワークシ
ステムを活用しているが、個の発達段階を観察し
ながらスケジュールの見直しをしていく

・１、２階での環境設定の違い活動の内容の違い
また何故この活動が必要なのか等を画像を見て
もらいながら懇談会などで説明し、支援をするに
あたって保護者の理解を得ることをしていく

今年度　施設目標

支援プログラム
・5項目は独立しているのではなく互いに重なる部分がある
5領域に基ついて子どもたち一人ひとりに合った支援を行っている

改善への取り組み
・日々の小さなコミュニケーションを大切にし　気持ちに共感する姿勢を職員全体が意識していく
・お互いの考えや情報を共有し子どもの状況について理解を深める

評価を行っての事業所としての感想

保護者への説明責任等
・保護者会として懇談会の場を設定している
・定期的な面談を設けている

・保護者同士の交流の機会がない
・家族への支援がされていない

非常災害等への対応
・定期的に発生を想定し訓練は行っている
・感染状況等は一斉に報告はしている

適切な支援の提供
・幼保との交流が大切な一環であるのかが疑問でもある
個によって必要性を考える

・幼保との交流やその他地域との交流の機会がない

関係機関や保護者との連携
・関係機関との情報共有、連携は常に行っている
・保護者との連携等は必要に応じておこなっているが
定期的に連携はとってはいない

環境・体制整備
・スペースは確保されている　職員配置数は適正である
・子どもが安心できる環境のための構造化である

・活動のスペースが確保されていないのでは

業務改善
・職員の資質の向上に向けて研修、コンサルを行っている
・PDCAサイクルに職員は参画している
・保護者の意向等を把握し業務改善に努めている

前年度の施設目標
（支援方針）

・保護者の多様な声に寄り添い良好な関係ができるよう努めていく
・一つの場面でできた事をさまざまな場面で同じように般化できることを目標に自立の広がりを大切にしていく

項目 保護者評価、事業所内評価を踏まえた上での共通点 保護者評価、事業所内評価を踏まえた上で相違点 分析検討してみての事業所の強み 分析検討してみての事業所の改善点
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前年度の改善への取り組み
・個がもっている活用できるスキルを使って必要な支援をうけながら課題になるものを少しずつ自立させていき、現在と将来の質の高い生活作りを支援することを意識した
・保護者からの相談、不安などについては丁寧なポジティブな言葉遣いをこころがけ保護者の話を聞き気持ちに共感する姿勢を大切にした


